
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 第５回協議会 次第 ★ 
【協議事項】 
１ 景観づくり指針について 
 ⑴ 建築物・工作物・屋外広告物の配慮事項（案） 
 ⑵ ワークショップについて 
２ 次回のスケジュールついて 

ＪＲ宇都宮駅西口周辺の良好な景観の形成に向け，「ＪＲ宇都宮駅西口周辺景観づくり推
進協議会」を令和８年８月６日に開催しましたので，会議での検討の状況をお知らせさせて

いただきます。 

ＪＲ宇都宮駅西口周辺 
景観づくり通信 

第５回ＪＲ宇都宮駅西口周辺景観づくり推進協議会の内容 

日 時：令和８年８月６日（木）  

１８：００～１９：２０ 

場 所：宇都宮市役所 １４B 会議室 １４階 

参加者：１５名（地元代表，事業者，行政団体） 

「第５回ＪＲ宇都宮駅西口周辺景観づくり推進協

議会」では，第 3 回，第４回の協議会で議論いただ

きました「景観形成の目標」や「景観形成の基本方

針」を実現していくために，建築物や工作物・屋外

広告物の建設などを行う際に配慮してもらいたい

事項について，事務局（案）を提示させていただ

き，委員の皆様より御意見を頂きました。 

次回の会議では，修正した配慮事項（案）や，事

例を提示させていただきながら，建築物・工作物・

屋外広告物の配慮いただきたい事項について，引

き続き，協議していくことになりました。 
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【会議での主な意見 ①】 
・  LRT が通ると更に人が歩くようにな

るので歩行空間にある看板を規制し，歩
きやすくした方が良い。袖看板が危険な
個所もある。 

⇒ 全ての看板を規制すると事業者等に

影響もあるため強弱をつけた基準とし

ていきたい。 

・  上河原付近で LRT が地上に降りると
思うが，高架と周辺の建物の兼ね合い
はどう考えているのか。 

⇒ 高架沿いを歩く人や LRT から沿線を
見る人の両方の視点を意識しながら，沿
線の建物のルールは検討していく。 

・  壁面後退は数値で示す予定か。 
⇒ 定量的な基準を示す予定ではいるが，

義務か誘導基準とするかは，今後議論
を深めていきたい。 

駅前エリア 

駅周辺エリア 

駅周辺エリア 

田川沿川エリア 

大通り沿線エリア 

【検討エリア】 



 

 

 

 

 

 

 

【会議での主な意見 ②】 

・  大谷石は耐久性がない。大谷石風の

材料もあるので，使用しやすい材料を示

してもらえると良い。改修への補助金も

あると良い。 

⇒ 皆様がイメージできるような工夫をし

ていく。景観形成重点地区に指定され

れば既存不適格の物件を適合させる場

合は一部助成ができる。 

・  将来的な人の流れについて，駅からの

人を対象にしているのか，まちなかから

の人を対象にしているのか，目的によっ

ても基準が変わってくる。LRT の停留

所ができた際にそこからの人の流れも

あるので，もう一駅分歩いてみたいと思

えるウォーカブルな街並みになると良

い。 

⇒ 大通り沿線等については，沿道の建物

の賑わいや潤いを感じながら歩けるよ

うな景観に誘導していきたいと考えて

いる。 

・  看板の規制については，企業の集客

力を低下させるような基準にはならな

いでほしい。規制を行いながら，どのよ

うに賑わいを出すか考えていくことが

必要である。 

⇒ 屋外広告物の基準の検討においては，

賑わいなどを出す必要もあることから

規制の強さなどのバランスも意識しな

がら検討を行っていく。 

・ マンションの建築に伴い，タワーパーキ

ングが建設されるが，規模が大きなも

のが多いため，景観的に配慮できるも

のがあってもいい。 

⇒ 他市の事例なども示しながら検討して

いく。 

駅前エリア 

駅周辺エリア 

駅周辺エリア 

田川沿川エリア 

大通り沿線エリア 

問い合わせ先  宇都宮市 都市整備部 景観みどり課 都市景観グループ  
担当：梁木（やなき），村松 
電話  028-632-25６8   FAX  028-632-5421 
Mail u55002100@city.utsunomiya.tochigi.jp 

【検討エリア】 
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